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10
月
23
日
、
保
団
連
や
日

本
医
労
連
、
全
日
本
民
医
連
、

中
央
社
保
協
な
ど
11
団
体
に

よ
る
実
行
委
員
会
主
催
の

「
い
の
ち
ま
も
る
・
憲
法
い

か
す
国
民
集
会
」
が
日
比
谷

野
外
音
楽
堂
で
開
催
さ
れ
、

雨
の
中
、
全
国
か
ら
３
２
０

０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

主
催
者
あ
い
さ
つ
に
立
っ

た
日
本
医
労
連
中
野
千
香
子

委
員
長
は
、
「
国
民
が
疲
弊

し
て
い
る
の
に
、
医
療
や
介

護
を
大
改
悪
し
、
消
費
税
を

10
％
に
す
る
と
い
う
の
で
し
ょ

う
か
。
安
倍
は
ノ
ー
サ
ン
キ
ュ
ー
、

悪
政
ス
ト
ッ
プ
、
い
の
ち
を

守
る
た
め
奮
闘
し
ま
し
ょ
う
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
集
会
の
呼

び
か
け
人
の
伊
藤
真
美
（
花

の
谷
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）
川

島
み
ど
り
（
日
赤
看
護
大
学

客
員
教
授
）
本
田
宏
（
済
生

会
栗
橋
病
院
院
長
補
佐
）
の

３
氏
が
あ
い
さ
つ
し
、
現
場

か
ら
４
人
が
リ
レ
ー
ト
ー
ク

を
行
い
ま
し
た
。

集
会
終
了
後
、
国
会
に
向

け
て
請
願
デ
モ
を
行
い
ま
し

た
。

10
月
17
日
、
安
倍
自
公
政

権
の
年
金
削
減
に
抗
議
す
る

「
怒
り
の
年
金
者
一
揆
」
が

全
国
各
地
で
行
わ
れ
、
日
比

谷
野
外
音
楽
堂
で
開
催
し
た

中
央
集
会
に
は
、
首
都
圏
か

ら
約
３
千
人
が
結
集
し
ま
し

た
。舞

台
に
は
、
全
国
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
年
金
削
減
の
中
止
、

最
低
保
障
年
金
な
ど
の
実
現

を
安
倍
首
相
に
求
め
る
約
15

万
５
千
人
の
直
訴
署
名
が
積

み
上
げ
ら
れ
、
政
府
に
提
出

し
ま
し
た
。

東
京
の
年
金
者
組
合
は
、

全
46
支
部
か
ら
５
３
０
人
が

参
加
し
、
直
訴
署
名
８
千
余

人
分
を
提
出
し
ま
し
た
。

全
日
本
年
金
者
組
合
は
、

昨
年
10
月
か
ら
始
ま
っ
た
年

金
２
・
５
％
削
減
に
抗
議
し

て
、
今
年
１
月
末
に
全
国
一

斉
の
行
政
不
服
審
査
請
求
を

行
い
、
約
12
万
６
千
人
、
東

京
１
万
１
千
人
分
を
地
方
厚

生
局
へ
提
出
し
ま
し
た
が
、

年
金
２
・
５
％
削
減
は
、

高
齢
者
の
生
活
と
経
済
を
配

慮
し
て
２
０
０
０
年
か
ら
３

年
間
据
え
置
い
て
い
た
年
金

水
準
を
今
回
一
気
に
２
・
５

％
削
減
す
る
と
い
う
も
の
で

す
。
不
服
審
査
の
裁
定
は
却

下
と
い
う
不
当
な
門
前
払
い

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
う

け
、
再
審
査
請
求
に
取
り
組

み
、
裁
判
闘
争
も
検
討
し
て

い
ま
す
。

今
回
の
、
年
金
者
一
揆
で

の
15
万
５
千
人
の
直
訴
署
名

の
提
出
は
、
一
切
の
年
金
削

減
は
許
さ
な
い
と
い
う
年
金

者
組
合
の
決
意
で
す
。

集
会
後
の
デ
モ
行
進
で
は
、

年
金
削
減
反
対
の
声
が
銀
座

通
り
に
ひ
び
き
わ
た
り
ま
し

た
。

（
年
金
者
組
合
東
京
都
本
部

藤
井

正
彬
）



昨
年
９
月
に
狛
江
地
域
の
８
団

体
が
集
ま
り
、
こ
ま
え
社
保
協
を

設
立
し
て
１
年
が
経
過
し
、
10
月

４
日
に
第
２
回
総
会
を
無
事
執
り

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

昨
年
は
、
保
育
、
年
金
の
学
習
・

運
動
や
消
費
税
、
集
団
的
自
衛
権

反
対
の
陳
情
、
市
へ
の
予
算
要
求

な
ど
、
各
団
体
を
通
じ
て
旺
盛
に

活
動
し
、
今
年
は
地
域
の
団
体
や

個
人
加
入
を
呼
び
か
け
、
さ
ら
に

大
き
な
団
体
と
し
て
、
学
習
や
運

動
を
行
っ
て
い
く
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。

社
会
保
障
を
め
ぐ
る
情
勢
は
厳

し
く
、
総
会
冒
頭
で
、
東
京
社
保

協
の
寺
川
事
務
局
長
に
講
演
を
し

て
い
た
だ
き
、
医
療
・
介
護
・
年

金
・
生
活
保
護
な
ど
、
諸
課
題
が

山
積
し
、
団
体
の
運
動
と
と
も
に

自
治
体
へ
の
働
き
か
け
な
ど
も
重

要
に
な
っ
て
く
る
と
認
識
し
ま
し

た
。総

会
は
、
全
役
員
を
承
認
し
、

会
長
か
ら
「
み
ん
な
頑
張
っ
て
運

動
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
の
呼
び

か
け
で
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
牧
岡

善
隆

事
務
局
長
）

西
多
摩
社
保
協
の
10
月
の
幹
事

会
学
習
会
は
「
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
制
度
」
で
し
た
。

「
保
育
新
シ
ス
テ
ム
」
は
、
①

市
町
村
の
保
育
実
施
責
任
を
な
く

す
。
②
財
政
保
障
と
し
て
の
給
付

（
補
助
金
支
給
）
の
仕
組
み
を
変

え
る
。
③
保
育
料
（
保
護
者
の
費

用
負
担
）
の
仕
組
み
を
所
得
に
応

じ
た
負
担
か
ら
利
用
時
間
に
応
じ

た
負
担
に
変
え
る
。
④
事
業
者
指

定
制
度
を
導
入
す
る
。
と
い
う
内

容
に
な
っ
て
い
る
と
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

子
ど
も
子
育
て
支
援
制
度
の
本

質
は
、
こ
れ
ま
で
の
保
育
制
度
を

解
体
し
、
介
護
保
険
の
よ
う
な
認

定
制
度
の
導
入
と
利
用
者
へ
の
給

付
金
方
式
、
保
護
者
と
事
業
者
と

の
直
接
契
約
方
式
に
変
え
る
こ
と

に
あ
り
ま
す
。
「
地
域
で
生
き
生

き
子
育
て
」
「
待
機
児
解
消
」

「
質
の
高
い
幼
児
期
の
教
育
と
保

育
の
総
合
的
提
供
」
（
青
梅
市
の

Ｐ
Ｒ
）
な
ど
、
バ
ラ
色
の
イ
メ
ー

ジ
で
描
か
れ
て
い
る
が
、
新
制
度

の
本
質
は
全
く
違
う
と
い
う
こ
と

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
特

に
強
調
し
た
い
こ
と
は
、
「
国
は
、

最
終
的
に
は
幼
保
連
携
型
こ
ど
も

園
に
移
行
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い

る
。
認
定
こ
ど
も
園
は
、
保
育
園

と
幼
稚
園
の
機
能
を
同
等
に
持
ち
、

新
教
育
基
本
法
下
の
教
育
を
押
し

付
け
、
園
内
外
の
行
事
で
日
の
丸

を
掲
げ
、
「
君
が
代
」
を
幼
児
期

か
ら
親
し
ま
せ
る
方
向
が
起
こ
っ

て
く
る
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。

こ
の
間
の
自
治
体
と
の
懇
談
で

も
、
「
条
例
提
案
に
関
し
て
は
６

月
に
国
か
ら
出
さ
れ
た
の
で
検
討

す
る
暇
が
な
か
っ
た
。
全
て
国
基

準
？
、
そ
ん
な
に
急
に
は
変
わ
り

ま
せ
ん
よ
」
（
日
の
出
町
）
「
幼

稚
園
６
園
あ
る
が
認
定
こ
ど
も
園

に
移
行
す
る
と
い
う
意
思
表
示
は

１
園
も
無
し
」
（
青
梅
市
）
「
孫

の
運
動
会
で
君
が
代
全
員
合
唱
？
、

今
度
の
改
革
は
待
機
児
解
消
対
策

と
い
っ
て
い
る
が
か
み
合
わ
な
い
。

父
母
へ
の
説
明
会
も
混
乱
す
る
の

で
や
ら
な
い
」
（
瑞
穂
町
）
な
ど

の
状
況
が
参
加
者
か
ら
報
告
さ
れ

ま
し
た
。（

社
保
協
ニ
ュ
ー
ス
よ
り
）

練
馬
社
保
協
は
、
第
14
回
総
会

を
10
月
４
日
に
行
い
ま
し
た
。

ま
ず
、
斉
藤
ひ
ろ
み
会
長
か
ら

「
安
倍
政
権
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま

で
の
社
会
保
障
は
ど
う
な
る
の
か
。

自
助
・
共
助
で
国
の
公
的
責
任
が

な
く
な
る
。
こ
れ
か
ら
、
地
域
で

の
社
保
協
の
役
割
が
重
要
。
憲
法

を
活
か
す
取
り
組
み
を
進
め
ま
し
ょ

う
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
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そ
の
後
、
東
京
社
保
協
寺
川
事
務
局

長
か
ら
「
医
療
・
介
護
総
合
法
は
保
険

あ
っ
て
介
護
な
し
、
草
の
根
の
運
動
で

自
治
体
に
改
善
を
迫
ろ
う
」
と
題
し
て

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
寺
川
氏
は
、

安
倍
内
閣
が
「
戦
争
で
き
る
国
づ
く
り
」

と
「
世
界
で
一
番
企
業
が
活
躍
で
き
る

国
づ
く
り
」
を
す
す
め
、
生
活
保
護
と

年
金
の
削
減
・
改
悪
で
生
存
権
の
水
準

を
切
り
下
げ
、
国
の
責
任
を
投
げ
捨
て
、

地
方
自
治
体
と
住
民
に
責
任
を
押
し
付

け
よ
う
と
し
て
い
る
。
地
域
社
保
協
の

出
番
だ
と
強
調
し
ま
し
た
。

阿
部
事
務
局
長
の
報
告
と
提
案
の
後
、

各
団
体
か
ら
の
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

討
論
で
は
、
「
介
護
保
険
制
度
に
つ
い

て
区
議
会
の
傍
聴
運
動
が
必
要
だ
」

「
有
料
老
人
施
設
が
ど
ん
ど
ん
建
っ
て

い
る
。
特
養
ホ
ー
ム
を
作
ら
せ
る
運
動

が
必
要
」
「
年
金
者
組
合
は
、
年
金
と

生
活
守
る
個
人
請
願
を
取
り
組
む
」

「
区
役
所
を
包
囲
す
る
運
動
や
傍
聴
運

動
が
必
要
だ
」
な
ど
、
地
域
で
社
保
協

運
動
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
決
意
が
あ

ふ
れ
る
総
会
に
な
り
ま
し
た
。

（
阿
部

弘
明

事
務
局
長
）

10
月
16
日
、
巣
鴨
地
蔵
通
り
商
店
街

で
「
10
・
23
国
民
集
会
」
の
成
功
の
訴

え
と
、
11
月
11
日
「
い
い
介
護
の
日
」

の
「
介
護
・
認
知
症
な
ん
で
も
電
話
相

談
」
の
宣
伝
の
た
め
の
署
名
・
宣
伝
行

動
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
行
動
に
は
、
各
団
体
か
ら
20
人

以
上
が
参
加
し
、
各
団
体
の
代
表
が
次
々

に
マ
イ
ク
を
手
に
訴
え
を
行
い
ま
し
た
。

署
名
付
き
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
受
け
取
っ
た

年
配
の
男
性
は
、
署
名
を
し
な
が
ら

「
消
費
税
、
医
療
費
の
負
担
は
重
い
。

ま
た
増
税
な
ん
て
と
ん
で
も
な
い
。
今

は
元
気
だ
が
体
が
お
か
し
く
な
っ
た
ら

心
配
」
と
話
し
ま
し
た
。

東
京
の
保
健
・
衛
生
・
医
療
の
充
実

を
求
め
る
連
絡
会
主
催
の
「
東
京
の
医

療
、
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
」
シ
ン
ポ
ジ
ュ

ウ
ム
が
、
10
月
４
日
に
文
京
区
民
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
、
病
床
の
削
減
や
介
護

保
険
制
度
改
悪
な
ど
、
患
者
・
利
用
者

に
大
き
な
犠
牲
を
も
た
ら
す
医
療
・
介

護
総
合
法
と
、
東
京
の
医
療
・
介
護
の

現
状
と
課
題
を
掘
り
下
げ
よ
う
と
、
各

地
域
・
団
体
か
ら
65
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

◎１２月１５日（月）
１８：３０～２０：３０

◎東京労働会館４階
東京自治労連会議室

安達 智則氏
（医療法人健和会医療福祉調査室室長）

１８：３０～ 総会
１９：１０～ 講演



中
央
社
保
協
は
９
月
23
日
、
「
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
を

求
め
る
大
運
動
」
の
ス
タ
ー
ト
集
会
を
開
催
し
、
医
療
・
介
護
の

大
改
悪
に
対
す
る
国
民
的
な
反
撃
、
改
善
・
拡
充
を
求
め
る
大
運

動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
憲
法
を
い
か
し
て
「
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護

の
実
現
」
を
求
め
る
国
会
請
願
署
名
を
、
来
年
の
通
常
国
会
め
ざ

し
て
取
り
組
み
ま
す
。
各
地
域
・
団
体
に
は
、
署
名
用
紙
を
１
０

０
部
送
付
し
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
同
じ
内
容
で
の
受
取
人
払
い

の
署
名
ハ
ガ
キ
付
き
チ
ラ
シ
も
作
成
し
ま
す
の
で
活
用
を
お
願
い

し
ま
す
。
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―
い
の
ち
・
暮
ら
し
ま
も
れ
―

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

だ
れ
で
も
「
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
を
」
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
中
央
社
保
協
が
新
た
に
作
成
し
ま
し
た
。

「
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
を
求
め
る
」
大
運
動
を

推
進
す
る
た
め
の
学
習
・
宣
伝
資
料
と
し
て
活
用
し
ま
し
ょ

う
。各

団
体
・
地
域
に
見
本
を
送
付
し
ま
し
た
。
別
途
送
付

済
み
の
パ
ン
フ
注
文
書
で
注
文
を
お
願
い
し
ま
す
。

パ
ン
フ
は
、
送
料
東
京
社
保
協
負
担
で
、
１
部
50
円
で

頒
布
し
ま
す
。

パ
ン
フ
内
容

①
貧
困
に
い
の
ち
が
奪
わ
れ
る
―
貧
困

の
実
態
や
年
金
・
保
育
の
課
題

②
遠
の
く
医
療
と
介
護
―
介
護
の
改
悪

内
容

③
押
し
寄
せ
る
社
会
保
障
改
悪
の
波
―

医
療
改
悪
と
国
保
都
道
府
県
化

④
国
の
責
任
で
社
会
保
障
の
充
実
を
―

消
費
税
増
税
問
題
と
い
の
ち
ま
も
れ
大

運
動


